
（別紙２－４） 

小規模多機能型居宅介護「サービス評価」2023 総括表 
 

法人名 姫路医療生協 代表者 西村哲範 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

小規模多機能ホームの理念「一人ひとりに寄り添う 地域に寄り添う」 

介護が必要になっても住み慣れた我が自宅や地域の中で家族や親しい人たちと共

に、最後まで自分らしく過ごせしていただけるように、当事業所は、利用者の思い

やニーズに合わせ、柔軟にサービスを組み在宅生活を支援いたします。 

 

事業所名 
小規模多機能ホーム

香寺 
管理者 大野郁美 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・ 

地域団体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 1 人 2 人 人 1 人 1 人 人 2 人 人 7 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価 

の確認 

  家族とのコミュニケーション 

電話・連絡帳・対面等色々な方法

を考えてみては。要望聴くなども

っと気楽に伝えられるような取

り組みをしてみては。 

家族会を開催していく 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

3 か月に 1 回事業所の特徴を 

「香寺便り」で発信していく 

香寺支部・香呂地区に「香寺便り」 

配布した 

香寺便りの地域を広げてみては

どうか。 

 

溝口地区・青葉台地区に 

「香寺便り」配布していく 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

短時間でもボランティアを受け

入れていく 

 

 

民生委員主催の 

ボランティア開催できた 

ふれあいサポートに登録 

 学生のボランティア 

ふれあいサポートのボランティ

アを受け入れていく 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

地域の活動に利用者様と参加し 

関わりを深めていく 

買い物・花見ドライブや行事は 

季節ごとに行い、利用者には四季

折々の行事を楽しんでいただけ

た 

近隣のふれあい喫茶に参加して

みてはどうか 

利用者の住まれている地域は広

いが、買い物支援や季節ごとの

ドライブで地域に出向く 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

昨年同様、他職員も運営推進会議

に参加し、地域活動・繋がりを作

っていく 

順番に職員も参加できている 

全職員はまだ参加できていない 

職員も参加は良いことだと思う 

引きつづき続けてほしい 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

地域住民にも防災訓練に参加し

てもらえるよう、「香寺便り」で 

発信していく 

香寺支部の方に参加いただき 

利用者と避難訓練ができた 

地域の方にも防災訓練に参加し

ていただきたい 

地域住民・自治会長・民生委員に

も参加して頂けるように、発信

していく 


